
 

3．令和７年度予算の状況（一般会計） 

 令和 7年度当初予算規模は，前年度に対し，109.8億円，4.8％の増となる 2,406億 3,000

万円を計上しました。 

 

 

 

 

 市税の総額は，982億 9,500万円で収入全体の 40.8％です。 

 どのような税を一人当たりいくら負担するかをお知らせします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 市の支出の総額は，2,406億 3,000万円です。 

 どのような目的の事業に市民一人当たりいくら使われているかをお知らせします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

市民一人当たりの負担額 

市民一人当たりにおける市のお金の使われ方 

市民一人当たりの状況を見ると，土地・建物等の所有に応じて負担する固定資産税と個人の所得

に応じて負担する個人市民税が高い割合を占めています。 



 

 
 
 
 
 令和 7 年度当初予算は，2,406億 3,000万円と非常に大きいため，市の予算を給料月収約 38 万

円（年収約 460万円）の一般家庭の家計に置き換えてみました。 

 ※給料月収は，令和 5年分民間給与実態統計調査における，1年を通じて勤務した給与所得者一

人当たりの平均給与額を 12ヶ月で割ったものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市の予算を家計に例えると・・・ 

用語説明 

扶助費：生活保護や医療費助成，子育て支援（児童手当の給付）などの社会保障に要する経費 

公債費：市債などを返済するための経費 

繰出金：法律の定めや歳入不足により，一般会計から特別会計へ支出する経費 


